	地区
	高校名
	定員拡大
	合格枠拡大
	不合格
	欠員数

	横浜
	県立横浜翠嵐
	３５人
	　０人
	１人
	－人

	
	県立希望ヶ丘
	
	　２６
	　５
	　－

	
	市立戸塚
	
	　　４
	　３
	　－

	
	県立神奈川工機械
	
	　　９
	　０
	　－

	
	　　同　　建設
	
	　　５
	　０
	　－

	
	　　同　　電気
	
	　　４
	　０
	　－

	
	県立磯子工総合
	３５
	　　２
	　０
	　－

	川崎
	県立川崎
	
	　３４　
	　２
	　－

	
	市立川崎
	
	　　５
	１６
	　－

	
	市立橘（３年制）
	
	　　０
	　０
	　－

	
	　同（４年制）
	
	　　０
	　３
	　－

	
	市立高津
	
	　　５
	　８
	　－　

	
	市立商業普通科
	
	　　５
	　４
	　－

	
	県立向の岡工総合
	
	　　１
	　０
	　－

	
	市立川崎総合科学

電気・電子
	
	　　１
	　４　
	　－

	
	　同　　　機械　
	
	　　０
	　２
	　－

	
	市立商業・商業
	
	　　２
	　２
	　－

	三浦
	県立横須賀
	
	　　９
	　１
	　－

	
	県立追浜
	３５
	　　２
	　０
	　－

	
	横須賀市立総合
	
	　１０
	１１
	　－

	湘南
	県立湘南
	
	　　６
	　０
	　－

	
	県立茅ヶ崎
	
	　　０
	　０
	　７

	
	県立平塚商業総合
	
	　２１
	　０
	　－

	県北
	県立大秦野
	
	　　６
	０
	　－

	
	県立伊勢原
	
	　１４
	０
	　－

	
	県立津久井
	
	　　０
	　０
	２４

	
	県立厚木清南
	７０
	　３１
	　０
	　－

	
	県立神奈川総合産業総合
	３５
	　１８
	　０
	－

	県西
	県立小田原城北工業
	
	　　０
	　０
	　－

	
	県立小田原・普通科
	
	　　０
	　０
	　６

	◆　全　県　合　計
	２１０人
	２２０人
	６２人
	３７人



 ０７年度定時制後期合格発表結果(07.3.16)
公立高校定時制二次募集志願状況の０４年度と０５年の比較表05.3.16現在


訂正版　　（県教委記者発表資料より作成）　　　　　　（文責）神奈川県教育運動連絡センター　加藤　誠





定時制後期募集で６２人の不合格者（前年最終６６人）


欠員３７人で二次募集実施


07.3.1６県教育運動連絡センター・加藤　誠


	(＆Ｆax ０４５－７８１－３６９２


  


子どもたちの高校進学を保障させる共同のたたかい、定時制後期募集結果を取り急ぎお知らせします。


(今日の合格発表で、１，５９４人が合格、６２人が不合格となった。


(定員拡大２１０人（３／６発表）、合格枠拡大２２０人（前年合格枠拡大９１人）、欠員は３７人となった。


(欠員は、普通科で、津久井２４人、茅ヶ崎７人、小田原６人だけである。地理的要因が大きい。横浜から小田原を受けたり、無理に工業関係に変更したり、かなり多くの不本意入学が強いられてもこの結果である。


(定数内不合格はない。











知事の責任重大！横浜市教委の責任も！





(　知事が参加する「公私立高等学校設置者会議」で、①生徒の視点に立った定員計画を策定する　②全日制高校への進学実績を向上させる　③生徒一人ひとりの希望と適性に応じた進路を確保する　④公私間格差の是正を図る　ことが確認され、その初年度が９１人の合格枠拡大しても、なお６６人の不合格者をだしました。


　　　そして２年目の今年度、２１０人の定員拡大、２２０人の合格枠拡大をしても、６２人の不合格をだしてしまいました。これは、いまの枠組みが、経済動向や子どもたちの希望に合わなく、完全に破綻していることを示しています。これでは安心して受験できる入試定員は確定できません。抜本改革を求めて運動を強めましょう。


　　(　大きく膨らませた合格枠による学習環境悪化を改善させる運動も緊急に必要です。








